
に非常な湧水となる場合と，湖底や河Eまのように， この水はい

つまで経っても滅少しないのとがある。前者の場合は迂回坑と

か排水坑をtíù って， 湧水を集めてのちに， 本臣室送を掘ることもあ

るが， f;走者の場合は， 湧水と同時に土砂も流出されるので， 普

通の工法では繍さ く る こ とができない。岩石の断層帯よ り汲水

がある場合，すなわち小区間で岩石であると，セ メ γ トまたは

薬品等を注入して水を止める工法もあるが，粘土居であったり

また広範闘であればこの施工も商倒である。

この)王抑空気工法は， 隆道の入口か， または途中に柄墜を設

け， この中に圧搾空気を入れて湯水を排除するもので，作業員

はこの圧搾空気の中で， tf通の隊道を掘さくするのと同様に作

業するものである。

(め シ ー ノレド工法 と 圧搾空気工法の併用

河底を通るような隊道で， 軟弱な地質で，支保工には重圧を受

け， また湧水が多 く 他の抗TI さく法では施工し得ないような とき

に，前述の シ ーノレド工法と圧搾空気工法を併用して，安全に掘

さく するもので， わが国てf も ~}\I門海底隆道 と 丹那磁道の水抜坑

に使用 して成功している。

(2) 開成込述綴

ア繍のi:\Y/加l

岩石または土砂はこれを捌さくして耐とすると， 一般にはな

はだしくその容絞が増すものである。また路道の掘さくには幾

分の余掘 りも避けられないので， 四百の設は池山の容絞に比較し

て均すものである。これをさらに運搬111に積込むと空隙ができ

るので ， 述般車の台数で容積を出すとさらに多くの剖U J:l!/をしな

ければならない。この地方日E容はその岩石 ・ 土砂の質によって異

なるが， 20 % から 100 % にもなることがある。

イ砲のm込

爆破が終って煙が抜けると 1漏出作業を始めるが， この前に必

ず天井の浮石を落さなければならなし、。これを怠ると作業中事

故を起すこと になる。

lIil絞み作業には人力で依むいわゆる手僚と ， 機肢を使って償

む儀械ß'(とがある。

(7) 手獄

手僚は普通述搬率約 0.8 m ' 獄みに ， 2 人でショベノレ ・ ホ ッパ

等で積込む。この積込時間は 1 車に 10- 15 分を要する。そし

て空車とjj'{込卒とを入換える操平時間を入れると ， 1 I時間約 3

台くらい絞める。この入換を簡単にするために，空111を脱線し

て fJlU笠に立てかけておき，高立込lliを t_H した後~lドを復線し奥に

拘l し込んで獄込むこ ともあ る 。

げ)機械 fJ'(

掬右足機械は圧搾空気または電力を動力と したものが使用され

る。導坑または小型隆道府に造られたものは古くからあっ て，

わが国でも使用していたが， 近l時は大型で強力なものが盛んに

つくられている。この機械はショベノレで臓をすくい上げ，後方

の運搬111にjj'(込むもので， 圧搾空気を動力とするものは， 運転

f/.'(も 高!日liにつき騒音も激しいが， 圧搾空気を使用している店主道

では，べつに設備を妥しないので使用される。

ウ 坑内巡搬線

骨量道工事でも土工工事と同様に， 術を綴出したり ・ 極々の材

料を搬入するため， 軽{史線路を敷設するのが普通である。通常

は軌条\1. 8 kg から 20kg ( m 当りの霊:@:)まで極々用いるが， 長

い隠道で電気機関車を五~転するときは ， 30kg を使用すること

もある。また車h.聞は支保工の有無， 使用する碗隊機・機関車等

によって決められるが，通常 61cm (2'0つまたは 76cm (2'6") で

ある。

ずいどう

エ 運搬車

木枠(きわく)付台車は台車の上に木枠を衆せて，碍を獄み材

料をm織するときは木枠を除いて積み， 入手によ っ て折lすもの

で， 普通木粋は容量約 0.8 m ' である。

司百絞機微が発達した現在では， 鉄製の丈夫な大容量のものが

都合よくなってきたが， このような大型 (4-6mつのものは，

人力では困難て'動力車で牽引される。

オ運搬方法

(7) 苧押し

小規模の磁道工事では運搬111 (トロ)を人力で押す， これを手

折1 しといっている。小型の ト ロ でも 1 台 2 人で作業するから，

急いだり長距離は困幾である。また小規模な工事では，司書積 ・

トロ抑し ・ 坑外での禰捨をこの 2 人がくり返して行う。述徹線

が単線では，このトロも 5-6 台つづいて出入する。

(1) 坑内汗l際関車

むかしは牛馬にトロを引かせたこ と もあるが， 現在はほとん

ど行われず， 長い臣室道工事では蓄電車 ・ 架空線による電気後|羽

車を使用している。蓄電車は架空線を必要としないから，便利

であるが， あらかじめ蓄電された電池を使用するので速度は退

く ，また長距機運転には適しない。電気後関車は架空線を架設

し， 軌条にはポ γ ドを施すなどの手数を要するが，牽引力大き

く速度も速し保守政も運転訟も安いので， 長大磁道に適当な

動力事である。架空線を要する関係で， 議坑のようなとこ ろや

支保工のあると こ ろには進めないので， 長大隊道では桜工終了

箇所には架線 して， 電気後l刻耳Zを巡転し， これより先は帯電車

を{吏用している。

(3) *夜 エ

普通の隆道では， 掘さくがある程度の距離まで完成すると ，

安全上追し、かけて竣工を施すもので，これはまた支保材の転用

をはかつて， 支保工i/:'(の節約を図る ためでもある。普通の隆道

では抗日付近の地質は，坑奥にくらべて惑いから， この部分を

さきに完成したいのであるが， 援工作業の際に支保工の盛替等

で弱められて， 坑奥より縦方向に抑されるおそれがあるので，

これを避けるためにこの部分の切肱も残して， 坑口から 20-

30 m 奥の比較的地質の良好な箇所を選んで夜工を行い， つぎに

坑口へ と 進めるのが一般に行われている。

援工にはまず側壁部分を進め， ある程度il主むと Z互扶(ア ー チ)

部分を行って，狭い坑内での混雑を避け， また他の作業に支障

するのを少なく するも のである。側壁部は くし型を立て存板は

コ ゾ クリートを打込次第はめ込んで，左右対照に施工する。'iõ;

扶はまず大引の上に均桁(なら しげた)をならベ，この上に くさ

びを置き， セントノレを組立てる。セ γ ト ノレの間隔は支保工の大

立の聞と一致させ，大立と大立の中に組立てる。 セ ントノレの上

!こは上木(うわき:)をならベ，左右対照に コ γ クリ ー トをはね入

れ，コ γ ク リートの進み次第に上木を重ねてい く 。

支保工のけた類は， 仮のけたを入れてこれをセ γ ト ルより受

け， 本けたは取はずす。これを木外し (きはずし)とい っ て， 隊

道工事中でいちばん危険な作業である。 支保工に強い圧力が働

いていてけたを取はずすことが困難であるときは， けたはその

まま埋込んで しまうことがある。これを模殺しといっている。

ただしけたがはなはだしく桜工部分に食込んでいるときは，縫

返しといって， この部分を掘りなおして，けた類を磁工部分の

外に出す。

コンクリートがだんだん上って櫓の下までくると ， 上木のか

わりに迫猫(せめねこ)を使用して， コ γ クリートは前に完成 し

た仰l より打ち進む。 これを迫(せめ)と い っている。両方よりこ




